





































スフェノール A の神経回路網への影響評価を行った結果について報告した．ビスフェノール A
は神経回路網の培養日数に依存して自発性神経電気活動を抑制することを明らかにし，特に，培
養日数 20-30日の神経回路網に対してビスフェノール Aは強く作用し，ビスフェノール Aへの
暴露のあと，ビスフェノール A を取り除いてもその効果は持続することを報告した．この持続
効果は，ネットワーク間の機能的結合がロバストになる長期培養した神経回路網においては確認
できず，回路網スケールで初めて検出される神経活動へのビスフェノール A の効果が存在する
ことを示した．これらの結果は細胞外電位多点計測手法が内分泌攪乱物質の影響を評価すること
にも有用である可能性を示しているとし，創薬を視野に入れた薬物の脳への影響の評価には，神
経回路網のネットワークとしての機能を視野に入れた空間的活動評価手法でアプローチする必
要があると提言した． 
第 6章では，各章で得られた結論を総括し，将来展望について述べた． 
結論として，本研究では，神経回路網を小規模な脳のモデルとして確立し，履歴現象とタイミ
ングメモリーという短期的なメモリー現象を発見した．また，本研究で確立した系を脳機能に対
する化学物質・薬物の効果をアッセイするシステムに活用し，BPA の自発性神経活動の抑制効
果が神経回路網スケールで持続することを明らかにした． 
